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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。
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11.19 アジア・アジアパラ大会の参考に　東京２０２５デフリンピックを視察しました水
ジア・アジアパラ大会推進特別委員会の県外調
査で東京２０２５デフリンピックを視察しました。

　デフリンピックとは、デフ＋オリンピックのこと。デフ（Ｄｅ
ａｆ）とは、英語で「耳がきこえない」という意味で、デフリン
ピックは国際的な「きこえない・きこえにくい人のためのオ
リンピック」なのです。

　国際ろう者スポーツ委員
会が主催し、４年毎に開催さ
れるデフアスリートを対象と
した国際スポーツ大会です。
第１回は、１９２４年にフランス
のパリで開催されました。今
開催されている東京２０２５デ

ア フリンピックは、１００周年の記念すべき大会であり、日本で
は初めての開催です。

　初めに渋谷区にあるデフリンピックスクエアを訪問しま
した。デフリンピック競技大会の期間中、大会の運営等を担
う拠点です。この施設の機能と運営について説明を聞くと
共に施設調査を行いました。

　その後、江東区にある東京アクアティクスセンターを訪
問しました。東京オリンピック・パラリンピックの開催に合わ
せて整備された施設で、来年のアジア競技大会の競泳・飛
び込みの競技会場にも選定されています。デフリンピック
競技大会における競技会場の運営方法等について説明を
受けた後、館内の設備等の調査を行うと共に実際の競技を
観戦しました。

12.1 愛知県議会が開会　知事による議案の提案説明の中から月
日から１２月１８日（木）まで１８日間の会期で１２月
定例愛知県議会が開会しました。

　知事による議案の提案説明における「県政を取り巻く最
近の状況」の中で、１１月２８日行われた愛知県スポーツ顕彰
について触れた場面がありました。これは、本県ゆかりの選
手の輝かしい功績をたたえ、愛知県公館において愛知県ス
ポーツ顕彰授与式を開催したものです。

　その中で、世界水泳選手権シンガポール２０２５大会の
アーティスティックスイミング・チームフリーで２位に輝いた
藤井萌夏選手の名前が出て来ました。刈谷市若松町生まれ
で住吉小学校、刈谷南中学校出身、来年の第２０回アジア競

技大会にも出場するのではないかと楽しみにしています。

　こうした刈谷市ゆかりの選手が国際大会で大いに活躍され
るよう、これからもしっかりと応援して行きたいと思います。

本

12.26 全国初となる県と市町が連携した上下水道の一本化金
作川流域上下水道広域連携協議会』の設立総会
が開かれました。

　現在、県や市町村等が行っている上下水道事業の経営
環境は、人口減少に起因する料金収入の減少や、施設の老
朽化、地震対策に伴う支出の増加、熟練職員の退職など人
材不足によるサービス水準の低下などにより厳しさが増し
て行くことが見込まれています。

　こうした状況を踏まえて、持続可能な上下水道サービス
を提供していくため、矢作川流域を中心とした西三河地域
において、全国初となる県と市町が連携した上下水道の一
本化に向けた検討を２０２４年８月に準備会を設立して進め
てきました。そしてこの度、具体的な検討及び準備を円滑
に行うために協議会を設立することになったのです。

　ただ、広域連携をすることにより「これまで水道料金が他
の市町に比べて安かったところは高い市町の料金に合わせ
て値上げされるのではないか」といった不安の声をよく耳に
します。右の表にあるように、刈谷市は令和８年４月から水道
料金を引き上げることになっていますが、そうなったとして

も１０自治体の中では３
番目に安いのですか
ら、広域連携をするこ
とによって他市町に合
わせるかたちで引き上
げられるとしたら市民
の理解が得難いので
はないでしょうか。

　そこで当初は、料金
統合を要しない形態で
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水道料金の近隣市町比較表 

（20mm 口径・1 か月使用水量 20 ㎥・税込み：一般家庭を想定した比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年４月時点 

順位 団体名 金額(円) 

１ 刈谷市 2,321 

２ 幸田町 2,552 

３ 安城市 2,640 

４ 西尾市 2,750 

５ 豊田市 3,030 

６ 岡崎市 3,157 

７ 碧南市 3,190 

８ 知立市 3,300 

９ 高浜市 3,394 

10 
愛知中部 

水道企業団 
3,652 

令和８年４月時点 

順位 団体名 金額(円) 
直近改定 

時期 

１ 幸田町 2,552 H9.7 

2 豊田市 3,030 R6.4 

3 刈谷市 3,069 R8.4 

4 安城市 3,135 R8.4 

５ 西尾市 3,190 R7.10 

５ 碧南市 3,190 S58.2 

７ 知立市 3,300 H9.6 

８ 高浜市 3,394 H14.4 

９ 岡崎市 3,491 R7.10 

10 
愛知中部 

水道企業団 
4,455 R7.6 みよし市
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ある「経営の一体化」を目指すとしています。

　構成自治体は愛知県・岡崎市・碧南市・刈谷市・豊田市・安
城市・西尾市・知立市・高浜市・みよし市・幸田町です。

　また、次の展開として豊川流域を中心とした東三河地域に
おいても同様の一本化に向けて準備会を設けて行きます。

矢『

20mm口径・1か月使用水量20㎥・税込
一般家庭を想定した比較

月定例愛知県議会も本日が最終日です。県議会
の開会前には当局・議員全ての人が起立をして
開会式が、最終日には閉会式が行われます。写

真はその時の様子です。

　１６日に国の総合経済対策を盛り込んだ補正予算案が国
会を通過したことを受け、物価高騰の影響を受ける事業者
等を支援するため、一般会計１,２８８億７,４２９万余円の増額
補正予算案が提出されました。そして審査のため常任委員

会が開かれ、私は「燃油価格高騰の影響を受ける貨物自動
車運送事業への支援」「特別高圧電力を受電している中小
企業者等への支援」について質問しました。

　今回の物価高対策（重点支援地方交付金）関連事業で
は、光熱費、食材費、燃料費、飼料代、ＬＰガス料金等への支
援を行います。特に、米の価格が急騰している状況を踏ま
え、食材費への支援を手厚く行うとともに、厳しい経営状況
にある医療機関等を手厚く支援するため、診療経費等を補
助対象に加えています。

　本日追加された増額補正分を含めると、１２月補正予算
の全体の規模は、１,４８４億１,４５３万余円となり、１２月議会
での補正額としては過去最高となります。

　皆様には健やかに新春をお迎えのことと存じます。昨年は大変お世話
になり誠にありがとうございました。「日記で綴る県政報告Ｖｏｌ．３６」をお
届け致します。
　今回は昨年の１２月定例愛知県議会の内容のほかに、各種イベントや
講演会、県外調査を切り口として県政の情報をお伝え致します。皆様に
はぜひご一読頂き、県政を少しでも身近に感じて頂けたら幸いです。
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12.7 インクルーシブな社会にするためのポイントは・・・日
知県重度障害者団体連絡協議会主催による講
演会『インクルーシブ教育がひらく未来～南桜
塚小学校の実践から～』に出席しました。

　基調講演の講師は大阪府豊中市立南桜塚小学校元校長
の橋本直樹氏（写真）、基調
講演の後は障害当事者で自
立生活センタースタッフを
交えてのシンポジウムでし
た。非常にためになると共
に、考えさせられる講演内
容でしたが、自分としては今
回の教えを次のようにまと

めています・・・

　「インクルーシブな社会にするためには、制度がいくら
整っていてもダメで、根本に人権意識が根付いているかど
うかがポイント。子どもの頃から人権意識を根付かせるに
は、統合保育や統合教育により、健常児と障害児とが一緒
になって育っていくことが大切。人権意識とは教えられるも
のではなく、日々の生活の中で経験し身について行くもの」

　尚、主催をしている愛重連は、愛知県の県立高校にエレ
ベーターの設置を要望しておられ、一般質問においても取
り上げられています。

愛

12.12 未来を担う子どもたちが、ロボットを「見て」「触って」「体験する」イベント金
ｉｃｈｉ Ｓｋｙ Ｅｘｐｏで今日から開催されている国際
的なロボットの複合イベント『Ｗｏｒｌｄ Ｒｏｂｏｔ Ｓｕ
ｍｍｉｔ ２０２５ ＡＩＣＨＩ』（ＷＲＳ）とそのサイドイベン

トである子供向けの体験イベント『あいちロボフェス』に伺
いました。

　会場には、各地の工科高校の生徒さんがクラス単位での
見学ツアーとして来ておられ、ちょうど刈谷工科高校の皆
さんと一緒になりました。また、子供向けの体験ブースには
小学生と思しき子どもたちの姿が沢山あり、車いすに乗っ
た特別支援学校の生徒さんの姿もありました。

　明日からはロボット関係の仕事に特化したキッザニアも
行われることになっており、未来を担う子どもたちが、ロ
ボットを「見て」「触って」「体験する」ことにより、ロボットへの
興味や関心が高
まり、将来その分
野で活躍する人
財として育ってく
れることを期待し
ています。

Ａ

12.3 開業から１年　ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉのこれまでの成果と課題水
月定例愛知県議会、今日は自民党・あいち民主共
に政調会長が代表質問に登壇しました。開業から
１年が経過したＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉについて、これまで

の成果と課題、今後どのような方向で展開して行くのかと
いった質問がありました。大村知事の答弁を紹介します・・・

■スタートアップ約６１０
社、パートナー企業約
３５０社、計約９６０社が
集積し、年間１,３００件
を超えるピッチや連
携イベントが行われ
ている

■１年間でスタートアップ１５８社が６０４億円の資金調達を
実現した

■世界的なイノベーション創出拠点を目指し、さらに求心
力を高めていくためには、ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ独自の支援事業
やコミュニティの更なる活用促進、マッチング成功率の
向上や連携・協業実現に向けた専門的支援の高度化に
加え、ダイバーシティの観点からは女性起業家の創出、
海外スタートアップとの連携促進など、多様性を高めて
いくことが必要となる

■中長期的には株式公開やＭ＆Ａといった、いわゆるイグ
ジットや、パートナー企業等との協業モデルを数多く実
現し、持続的なイノベーション創出につなげていくことが
重要

12

12.4 ＡＩによる信号機制御システムの実証実験が行われています木
知県議会は一般質問が行われ自民党５名、あい
ち民主２名の議員が登壇しました。 

質問の中で興味深い質問がありました。「ＡＩ制御信号機に
よる次世代型交通管理システムの導入について」というも
のです。県警本部長の答弁を紹介します・・・

■２０２１年度にＡＩを活用した信号制御の実証実験を開始⇒
現在は岡崎市内の３か所の交差点において実証実験を
行っている

■信号交差点に設置した１台のカメラにより、全方向の通
行車両台数をＡＩが分析して、その結果に応じ青信号時間
を調整して渋滞の緩和を図るもの
■右折車線の渋滞が課題となっている信号交差点におい

て、ＡＩを活用した信号制御を実施した結果、右折待ちの
渋滞が改善する効果が一定程度見られた

■本年度から新たに開始する予定の名古屋市昭和区及び
瑞穂区内の信号交差点においては、分析の対象を車両
のみならず歩行者も対象として、きめ細かい信号制御を
行う予定

■今後は、実証実験
により得られた結
果に基づきＡＩの解
析制度を向上さ
せ、ＡＩ制御信号の
本格導入に向けた
検討を進める

愛

答弁する県警本部長

12.5 「高校生のタブレット購入補助」「使用済み食用油で飛行機が飛ぶ」金
般質問、本日も自民党５名、あいち民主２名の議
員が登壇しました。２項目について紹介します・・・

①高校生等の一人一台端末の購入補助について

■高校生等が授業で使用するタブ
レットについて来年４月の入学生
から、個人所有の端末を学校の
授業等で使用するＢＹＯＤ（私的
デバイスを持ち込む方式）へ移
行することになっている

■新たに購入する際に各御家庭の
経済的負担の軽減のために購入

する際の補助を予定している
■住民税非課税世帯などの低所得世帯や、特別支援学校
高等部に入学する生徒のいる世帯には購入費の全額を
補助

■ひとり親世帯のうち児童扶養手当を受給している世帯
や、扶養している子供が３人以上いる多子世帯のうち年
収約６００万円を下回る世帯に対しては、購入費の４分の
３を補助
■県で共同購入の仕組みを整え、購入を取りまとめること
で価格を抑えるなど、保護者負担の軽減に努める

■購入時に端末代金の全額を支払うことが困難な場合も
想定されるので、補助額を差し引いた金額で共同購入で
きるようにする

一

②使用済み食用油の航空燃料・ＳＡＦへの活用について

■２０２３年度においてＳＡＦの原料と
なる廃食油の回収・資源化を実施
している県内自治体は３２市町村
となっている
■廃食油の安定的・継続的な確保
に向けて、さらに回収を促進し、
利用へとつなげていくことが課
題となっている

■このため本年８月、廃食油の回収

からＳＡＦの製造、利用までの一貫した取組をこの地域で
実現することを目指して、スーパー、飲食店、航空事業者
などの民間企業と県内市町を構成員とする「あいち地産
地消ＳＡＦサプライチェーン推進協議会」を設立した

■この協議会では、今年度中に市町村や民間企業に向け、
回収を促進する具体的な手法をまとめたガイドブックを
作成・情報共有しその普及に努める

■協議会会員である株式会社アオキスーパーと日本航空
株式会社が連携して店頭での廃食油回収に取り組んで
おり、今月７日からは県内の５０店舗すべてにおいて回収
が始まる予定

答弁する教育長

答弁する経済産業局長

12.18 愛知県議会が閉会　１２月議会での補正額としては過去最高です木
月定例愛知県議会も本日が最終日です。県議会
の開会前には当局・議員全ての人が起立をして
開会式が、最終日には閉会式が行われます。写

真はその時の様子です。

　１６日に国の総合経済対策を盛り込んだ補正予算案が国
会を通過したことを受け、物価高騰の影響を受ける事業者
等を支援するため、一般会計１,２８８億７,４２９万余円の増額
補正予算案が提出されました。そして審査のため常任委員

１２

会が開かれ、私は「燃油価格高騰の影響を受ける貨物自動
車運送事業への支援」「特別高圧電力を受電している中小
企業者等への支援」について質問しました。

　今回の物価高対策（重点支援地方交付金）関連事業で
は、光熱費、食材費、燃料費、飼料代、ＬＰガス料金等への支
援を行います。特に、米の価格が急騰している状況を踏ま
え、食材費への支援を手厚く行うとともに、厳しい経営状況
にある医療機関等を手厚く支援するため、診療経費等を補
助対象に加えています。

　本日追加された増額補正分を含めると、１２月補正予算
の全体の規模は、１,４８４億１,４５３万余円となり、１２月議会
での補正額としては過去最高となります。
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12.7 インクルーシブな社会にするためのポイントは・・・日
知県重度障害者団体連絡協議会主催による講
演会『インクルーシブ教育がひらく未来～南桜
塚小学校の実践から～』に出席しました。

　基調講演の講師は大阪府豊中市立南桜塚小学校元校長
の橋本直樹氏（写真）、基調
講演の後は障害当事者で自
立生活センタースタッフを
交えてのシンポジウムでし
た。非常にためになると共
に、考えさせられる講演内
容でしたが、自分としては今
回の教えを次のようにまと

めています・・・

　「インクルーシブな社会にするためには、制度がいくら
整っていてもダメで、根本に人権意識が根付いているかど
うかがポイント。子どもの頃から人権意識を根付かせるに
は、統合保育や統合教育により、健常児と障害児とが一緒
になって育っていくことが大切。人権意識とは教えられるも
のではなく、日々の生活の中で経験し身について行くもの」

　尚、主催をしている愛重連は、愛知県の県立高校にエレ
ベーターの設置を要望しておられ、一般質問においても取
り上げられています。

愛

12.12 未来を担う子どもたちが、ロボットを「見て」「触って」「体験する」イベント金
ｉｃｈｉ Ｓｋｙ Ｅｘｐｏで今日から開催されている国際
的なロボットの複合イベント『Ｗｏｒｌｄ Ｒｏｂｏｔ Ｓｕ
ｍｍｉｔ ２０２５ ＡＩＣＨＩ』（ＷＲＳ）とそのサイドイベン

トである子供向けの体験イベント『あいちロボフェス』に伺
いました。

　会場には、各地の工科高校の生徒さんがクラス単位での
見学ツアーとして来ておられ、ちょうど刈谷工科高校の皆
さんと一緒になりました。また、子供向けの体験ブースには
小学生と思しき子どもたちの姿が沢山あり、車いすに乗っ
た特別支援学校の生徒さんの姿もありました。

　明日からはロボット関係の仕事に特化したキッザニアも
行われることになっており、未来を担う子どもたちが、ロ
ボットを「見て」「触って」「体験する」ことにより、ロボットへの
興味や関心が高
まり、将来その分
野で活躍する人
財として育ってく
れることを期待し
ています。

Ａ

12.3 開業から１年　ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉのこれまでの成果と課題水
月定例愛知県議会、今日は自民党・あいち民主共
に政調会長が代表質問に登壇しました。開業から
１年が経過したＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉについて、これまで

の成果と課題、今後どのような方向で展開して行くのかと
いった質問がありました。大村知事の答弁を紹介します・・・

■スタートアップ約６１０
社、パートナー企業約
３５０社、計約９６０社が
集積し、年間１,３００件
を超えるピッチや連
携イベントが行われ
ている

■１年間でスタートアップ１５８社が６０４億円の資金調達を
実現した

■世界的なイノベーション創出拠点を目指し、さらに求心
力を高めていくためには、ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ独自の支援事業
やコミュニティの更なる活用促進、マッチング成功率の
向上や連携・協業実現に向けた専門的支援の高度化に
加え、ダイバーシティの観点からは女性起業家の創出、
海外スタートアップとの連携促進など、多様性を高めて
いくことが必要となる

■中長期的には株式公開やＭ＆Ａといった、いわゆるイグ
ジットや、パートナー企業等との協業モデルを数多く実
現し、持続的なイノベーション創出につなげていくことが
重要

12

12.4 ＡＩによる信号機制御システムの実証実験が行われています木
知県議会は一般質問が行われ自民党５名、あい
ち民主２名の議員が登壇しました。 

質問の中で興味深い質問がありました。「ＡＩ制御信号機に
よる次世代型交通管理システムの導入について」というも
のです。県警本部長の答弁を紹介します・・・

■２０２１年度にＡＩを活用した信号制御の実証実験を開始⇒
現在は岡崎市内の３か所の交差点において実証実験を
行っている

■信号交差点に設置した１台のカメラにより、全方向の通
行車両台数をＡＩが分析して、その結果に応じ青信号時間
を調整して渋滞の緩和を図るもの
■右折車線の渋滞が課題となっている信号交差点におい

て、ＡＩを活用した信号制御を実施した結果、右折待ちの
渋滞が改善する効果が一定程度見られた

■本年度から新たに開始する予定の名古屋市昭和区及び
瑞穂区内の信号交差点においては、分析の対象を車両
のみならず歩行者も対象として、きめ細かい信号制御を
行う予定

■今後は、実証実験
により得られた結
果に基づきＡＩの解
析制度を向上さ
せ、ＡＩ制御信号の
本格導入に向けた
検討を進める

愛

答弁する県警本部長

12.5 「高校生のタブレット購入補助」「使用済み食用油で飛行機が飛ぶ」金
般質問、本日も自民党５名、あいち民主２名の議
員が登壇しました。２項目について紹介します・・・

①高校生等の一人一台端末の購入補助について

■高校生等が授業で使用するタブ
レットについて来年４月の入学生
から、個人所有の端末を学校の
授業等で使用するＢＹＯＤ（私的
デバイスを持ち込む方式）へ移
行することになっている

■新たに購入する際に各御家庭の
経済的負担の軽減のために購入

する際の補助を予定している
■住民税非課税世帯などの低所得世帯や、特別支援学校
高等部に入学する生徒のいる世帯には購入費の全額を
補助

■ひとり親世帯のうち児童扶養手当を受給している世帯
や、扶養している子供が３人以上いる多子世帯のうち年
収約６００万円を下回る世帯に対しては、購入費の４分の
３を補助
■県で共同購入の仕組みを整え、購入を取りまとめること
で価格を抑えるなど、保護者負担の軽減に努める

■購入時に端末代金の全額を支払うことが困難な場合も
想定されるので、補助額を差し引いた金額で共同購入で
きるようにする

一

②使用済み食用油の航空燃料・ＳＡＦへの活用について

■２０２３年度においてＳＡＦの原料と
なる廃食油の回収・資源化を実施
している県内自治体は３２市町村
となっている
■廃食油の安定的・継続的な確保
に向けて、さらに回収を促進し、
利用へとつなげていくことが課
題となっている

■このため本年８月、廃食油の回収

からＳＡＦの製造、利用までの一貫した取組をこの地域で
実現することを目指して、スーパー、飲食店、航空事業者
などの民間企業と県内市町を構成員とする「あいち地産
地消ＳＡＦサプライチェーン推進協議会」を設立した

■この協議会では、今年度中に市町村や民間企業に向け、
回収を促進する具体的な手法をまとめたガイドブックを
作成・情報共有しその普及に努める

■協議会会員である株式会社アオキスーパーと日本航空
株式会社が連携して店頭での廃食油回収に取り組んで
おり、今月７日からは県内の５０店舗すべてにおいて回収
が始まる予定

答弁する教育長

答弁する経済産業局長

12.18 愛知県議会が閉会　１２月議会での補正額としては過去最高です木
月定例愛知県議会も本日が最終日です。県議会
の開会前には当局・議員全ての人が起立をして
開会式が、最終日には閉会式が行われます。写

真はその時の様子です。

　１６日に国の総合経済対策を盛り込んだ補正予算案が国
会を通過したことを受け、物価高騰の影響を受ける事業者
等を支援するため、一般会計１,２８８億７,４２９万余円の増額
補正予算案が提出されました。そして審査のため常任委員

１２

会が開かれ、私は「燃油価格高騰の影響を受ける貨物自動
車運送事業への支援」「特別高圧電力を受電している中小
企業者等への支援」について質問しました。

　今回の物価高対策（重点支援地方交付金）関連事業で
は、光熱費、食材費、燃料費、飼料代、ＬＰガス料金等への支
援を行います。特に、米の価格が急騰している状況を踏ま
え、食材費への支援を手厚く行うとともに、厳しい経営状況
にある医療機関等を手厚く支援するため、診療経費等を補
助対象に加えています。

　本日追加された増額補正分を含めると、１２月補正予算
の全体の規模は、１,４８４億１,４５３万余円となり、１２月議会
での補正額としては過去最高となります。
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11.19 アジア・アジアパラ大会の参考に　東京２０２５デフリンピックを視察しました水
ジア・アジアパラ大会推進特別委員会の県外調
査で東京２０２５デフリンピックを視察しました。

　デフリンピックとは、デフ＋オリンピックのこと。デフ（Ｄｅ
ａｆ）とは、英語で「耳がきこえない」という意味で、デフリン
ピックは国際的な「きこえない・きこえにくい人のためのオ
リンピック」なのです。

　国際ろう者スポーツ委員
会が主催し、４年毎に開催さ
れるデフアスリートを対象と
した国際スポーツ大会です。
第１回は、１９２４年にフランス
のパリで開催されました。今
開催されている東京２０２５デ

ア フリンピックは、１００周年の記念すべき大会であり、日本で
は初めての開催です。

　初めに渋谷区にあるデフリンピックスクエアを訪問しま
した。デフリンピック競技大会の期間中、大会の運営等を担
う拠点です。この施設の機能と運営について説明を聞くと
共に施設調査を行いました。

　その後、江東区にある東京アクアティクスセンターを訪
問しました。東京オリンピック・パラリンピックの開催に合わ
せて整備された施設で、来年のアジア競技大会の競泳・飛
び込みの競技会場にも選定されています。デフリンピック
競技大会における競技会場の運営方法等について説明を
受けた後、館内の設備等の調査を行うと共に実際の競技を
観戦しました。

12.1 愛知県議会が開会　知事による議案の提案説明の中から月
日から１２月１８日（木）まで１８日間の会期で１２月
定例愛知県議会が開会しました。

　知事による議案の提案説明における「県政を取り巻く最
近の状況」の中で、１１月２８日行われた愛知県スポーツ顕彰
について触れた場面がありました。これは、本県ゆかりの選
手の輝かしい功績をたたえ、愛知県公館において愛知県ス
ポーツ顕彰授与式を開催したものです。

　その中で、世界水泳選手権シンガポール２０２５大会の
アーティスティックスイミング・チームフリーで２位に輝いた
藤井萌夏選手の名前が出て来ました。刈谷市若松町生まれ
で住吉小学校、刈谷南中学校出身、来年の第２０回アジア競

技大会にも出場するのではないかと楽しみにしています。

　こうした刈谷市ゆかりの選手が国際大会で大いに活躍され
るよう、これからもしっかりと応援して行きたいと思います。

本

12.26 全国初となる県と市町が連携した上下水道の一本化金
作川流域上下水道広域連携協議会』の設立総会
が開かれました。

　現在、県や市町村等が行っている上下水道事業の経営
環境は、人口減少に起因する料金収入の減少や、施設の老
朽化、地震対策に伴う支出の増加、熟練職員の退職など人
材不足によるサービス水準の低下などにより厳しさが増し
て行くことが見込まれています。

　こうした状況を踏まえて、持続可能な上下水道サービス
を提供していくため、矢作川流域を中心とした西三河地域
において、全国初となる県と市町が連携した上下水道の一
本化に向けた検討を２０２４年８月に準備会を設立して進め
てきました。そしてこの度、具体的な検討及び準備を円滑
に行うために協議会を設立することになったのです。

　ただ、広域連携をすることにより「これまで水道料金が他
の市町に比べて安かったところは高い市町の料金に合わせ
て値上げされるのではないか」といった不安の声をよく耳に
します。右の表にあるように、刈谷市は令和８年４月から水道
料金を引き上げることになっていますが、そうなったとして

も１０自治体の中では３
番目に安いのですか
ら、広域連携をするこ
とによって他市町に合
わせるかたちで引き上
げられるとしたら市民
の理解が得難いので
はないでしょうか。

　そこで当初は、料金
統合を要しない形態で

刈谷市 水資源部 水道課 
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水道料金の近隣市町比較表 

（20mm 口径・1 か月使用水量 20 ㎥・税込み：一般家庭を想定した比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年４月時点 

順位 団体名 金額(円) 

１ 刈谷市 2,321 

２ 幸田町 2,552 

３ 安城市 2,640 

４ 西尾市 2,750 

５ 豊田市 3,030 

６ 岡崎市 3,157 

７ 碧南市 3,190 

８ 知立市 3,300 

９ 高浜市 3,394 

10 
愛知中部 

水道企業団 
3,652 

令和８年４月時点 

順位 団体名 金額(円) 
直近改定 

時期 

１ 幸田町 2,552 H9.7 

2 豊田市 3,030 R6.4 

3 刈谷市 3,069 R8.4 

4 安城市 3,135 R8.4 

５ 西尾市 3,190 R7.10 

５ 碧南市 3,190 S58.2 

７ 知立市 3,300 H9.6 

８ 高浜市 3,394 H14.4 

９ 岡崎市 3,491 R7.10 

10 
愛知中部 

水道企業団 
4,455 R7.6 みよし市
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ある「経営の一体化」を目指すとしています。

　構成自治体は愛知県・岡崎市・碧南市・刈谷市・豊田市・安
城市・西尾市・知立市・高浜市・みよし市・幸田町です。

　また、次の展開として豊川流域を中心とした東三河地域に
おいても同様の一本化に向けて準備会を設けて行きます。
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月定例愛知県議会も本日が最終日です。県議会
の開会前には当局・議員全ての人が起立をして
開会式が、最終日には閉会式が行われます。写

真はその時の様子です。

　１６日に国の総合経済対策を盛り込んだ補正予算案が国
会を通過したことを受け、物価高騰の影響を受ける事業者
等を支援するため、一般会計１,２８８億７,４２９万余円の増額
補正予算案が提出されました。そして審査のため常任委員

会が開かれ、私は「燃油価格高騰の影響を受ける貨物自動
車運送事業への支援」「特別高圧電力を受電している中小
企業者等への支援」について質問しました。

　今回の物価高対策（重点支援地方交付金）関連事業で
は、光熱費、食材費、燃料費、飼料代、ＬＰガス料金等への支
援を行います。特に、米の価格が急騰している状況を踏ま
え、食材費への支援を手厚く行うとともに、厳しい経営状況
にある医療機関等を手厚く支援するため、診療経費等を補
助対象に加えています。

　本日追加された増額補正分を含めると、１２月補正予算
の全体の規模は、１,４８４億１,４５３万余円となり、１２月議会
での補正額としては過去最高となります。

　皆様には健やかに新春をお迎えのことと存じます。昨年は大変お世話
になり誠にありがとうございました。「日記で綴る県政報告Ｖｏｌ．３６」をお
届け致します。
　今回は昨年の１２月定例愛知県議会の内容のほかに、各種イベントや
講演会、県外調査を切り口として県政の情報をお伝え致します。皆様に
はぜひご一読頂き、県政を少しでも身近に感じて頂けたら幸いです。


